
東京電力では、「営業料金システムのWeb
化プロジェクト」におけるサーバー上での大
量データの高速バッチ処理に、ユニケージ
開発手法を適用した。将来的なメインフレー
ムのオープン化を模索する同社がユニケー
ジ開発手法を選定した理由と評価結果、今
後の展望に関して東京電力の加藤浩司氏と、
同社の電力供給に関わる業務システムの開
発・保守を担うテプコシステムズの松尾賢一
氏に話を伺った。

̶̶ユニケージ開発手法を適用した営業料
金システムの役割を教えてください。
加藤：営業料金システムとは、電気料金の
計算を支える重要なシステムです。
電気料金の算出に用いる基礎データは各家

庭に設置された電力メーターを目視検針する
検針員によって月に一度、集められています。
検針値のデータは検針員の携行するハンディ
ターミナル経由で、データセンターにある各
都県単位のメインフレームや複数の業務サー
バに蓄えられ、その日の夜間に行われるバッ
チ処理によって電気料金を計算する仕組みに
なっています。
東京電力では2010年頃から、この営業料

金システムのWeb化を検討していました。営
業料金システムが保有する「お客さま情報」な
どを検索・更新する「お客さまサービスシステ
ム」の端末専用ソフトの運用脱却と他システム
連携処理の負荷削減が目的でした。営業料金
システムの中核はバッチ処理が主体のメインフ
レームなのですが、東京電力では将来的には

メインフレームからの脱却も模索している中で
部分的なＷｅｂ化に着手しました。
̶̶そのプロジェクトで検討されたのがユニ
ケージ開発手法だったのですね。
松尾：そうです。まずは、事前調査および試
行評価のために、2つのシステムに適用して
みました。

松尾：事前調査の対象として、１つ目は連携
ファイルの変換処理。２つ目は端末利用状
況の集計処理です。その変換処理はメインフ
レーム固有の文字コードや可変長フォーマッ
トを持つファイルを、ホスト形式からサーバー
形式に変換処理する仕組みです。今後、メイ

※「ユニケージ」は有限会社ユニバーサル・シェル・プログラミング研究所の登録商標です。

オリジナルコマンドを活用。稼動統計バッチサーバの 
日次・月次処理をそれぞれ720倍、360倍に高速化
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ンフレームとサーバ系との連携数増が想定さ
れ、メインフレームの負荷抑止のため変換機
能のサーバ移植が必須とされるなかでJava
で実装した場合の性能面の課題が顕在化して
いました。そこでUSP研究所の協力を得て
ユニケージで開発したプロトタイプを適用し
たところ、既存システムで41分かかっていた
724万件（2GB）のファイル処理がわずか43
秒、56.2倍もの速さで処理可能で、ユニケー
ジの性能の高さを確認することができました。

松尾：２つ目の端末利用状況の集計処理に
ついて補足します。内容は「稼動統計バッチ
サーバ」における大量データの集計やエクス
ポートなどのバッチ処理です。　稼動統計
バッチサーバは、営業料金システムが東京
電力の東京、神奈川、千葉、埼玉、山梨、
群馬などの各支店において、どのような業務
でいつ、どのくらい実行されたかというログ
（User Journalと呼ばれる履歴情報）を取
得し、業務主管部が日次、月次の稼動統計
情報として参照・分析を行うシステムです。
̶̶稼動統計バッチサーバにユニケージを
適用した理由は何でしょう。
松尾：営業料金システムのWeb化によって、
これまでキーとしていた端末識別情報での集
計ができなくなり、ユーザ IDをもとにした同
等機能を実装する必要がありました。
そこで私たちはこれを機に、（1）高速な稼
動統計処理の実現、（2）保守性や開発生産性
を高める柔軟な仕組み、（3）バッチ処理の高
速化技法の習得をねらいとして、ユニケージ
を適用し、その成果を評価することにしました。
まず、稼動統計処理におけるバッチ処理の
性能は劇的に改善されました。テスト工程で

測定したところ、現行約120分かかっていた
日次処理が約10秒に、月次処理が約240
分から約40秒に、それぞれ720倍、360
倍の高速化を実現しました。
ユニケージオリジナルコマンドである
hsortコマンドの実行速度だけ取り上げても
OS 標準コマンドの約3倍、キー指定方法に
よっては約20倍の高速化が期待できること
がわかりました。RDBMS などのミドルウェ
アを使わず、シンプルなシステムであることも
高速化に大きく寄与しています。
開発量も削減されました。稼動統計処理

の集計ロジック部分だけをみると日次集計で
29ステップ、月次集計で25ステップとなりま
した。ログ出力やエラー処理を加えると全行
数はこれより増えますが、コメント行を含め
てもロジック部分をこれだけ少なく抑えられ
たのは、オリジナルコマンドを利用した効果
といえます。
加藤：ユニケージではパイプ（|）を用いて中
間ファイルをコマンド間で受け渡ししますが、
要件定義後に作成した設計書でこの流れを
図式化しました。設計時点でプログラム仕様
を確定できたため、実装工程の工期短縮に
効果がありました。実装工程では、コマンド
のパラメータ仕様などをシェルスクリプトの文
中にコメントとして詳述し、プログラムの可
読性と保守性の向上を図っています。

松尾：プログラムがシンプルで可読性が高い
ため、バッチ処理の高速化技法の習得にもメ
リットがありました。簡単な改修であればソー
スコードを読みながら試行を繰り返すことが
可能で、コードの流用も容易です。そうした
作業を通じて、シンプルにものごとを考えるエ

ンジニアマインドを持った社員を育むことがで
きました。現在もユニケージの習得を社内の
定期的な教育プログラムに組み込んでいます。
加藤：東京電力は現在、既存メインフレーム
の将来像検討に加え、大規模な開発プロジェ
クトを控えています。ビッグデータを用いた大
規模バッチ処理の実装がそこに含まれます。
今後、2,700万軒のご家庭から30分に1度
集められるデータは、これまでの1,400倍、
月間388億8,000万件に達します。しかし、
あるバッチ処理でユニケージを用いた場合、
Javaで構築したシステムと比べて34.8倍の
高速化が試算されました。これからもUSP
研究所には技術面のアドバイスやサポートを
含めて、期待を寄せているところです。

ユニケージ開発手法に関するお問い合わせは

会社名：株式会社テプコシステムズ
所在地： 東京都江東区永代 2-37-28　澁澤シティ

プレイス永代
資本金：3.5 億円
従業員数：700名（2015年 4月1日現在）

会社名：東京電力株式会社
所在地：東京都千代田区内幸町1-1-3
資本金：1兆 4,009億円
従業員数：33,853名（2015年 3月末時点）

【図2】ホスト稼働統計処理

東京電力株式会社
経営企画ユニット
システム企画室

カスタマーサービスシステム
企画グループ

副長 
加藤 浩司氏

株式会社テプコシステムズ
電力システム本部
営業システム部 
営業グループマネージャー 
兼 電力システム改革第2部
開発プロジェクトグループ

松尾 賢一氏

【図1】7,240,555件（2GB）の文字コード変換
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https://www.usp-lab.com
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1942年創業、ユニバーサルジョイント専門
メーカーである協和工業株式会社は、独自
の工法（冷間鍛造）による高機能・多機能部
品を製造している。20年続ける全社最適化
「NKS」改革を ITで加速しようと取り組ん
でいる鬼頭社長、プロジェクトリーダー横田
氏とUSP研究所メンバーを含むプロジェク
トメンバーの皆さんにお話をうかがった。

̶̶業務改革プロジェクトについて教えてく
ださい
鬼頭：製造業は「リードタイムの短縮」「品質
保証」「コスト改革」を追求し続けています。
当社では「NKS」改革として「機能しないこと、

価値を生まないことは思い切ってやめる」「あ
4会合（あせるな /あきらめるな /あてにする
な /あなどるな）」といった活動を通じ、自ら
改善し続けられる人材の育成に努めてきまし
た。その中で IT 化＝改善だとシステムを導
入したこともあります。特定の業務が効率化
された一方、システムを動かすためにだけに
行うデータ入力があったり、本来は業務とあ
わせてしくみ化しないといけないことを ITだ
けでやろうとしてしまったりと、業務改革を
阻害している部分があると感じていました。
̶̶業務改革のパートナーにUSP研究所
を選ばれたのはなぜですか
鬼頭：USP研究所は2つの常識にとらわれ
ない会社だと思ったからです。ひとつは、IT
業界の常識。ITの専門用語を使って要件を

まとめて伝えなければならない「要件定義」で
は、やりたいことをうまく伝えられないし、常
に業務を改善し続ける活動とも合いません。
愛知のものづくりの団体のセミナーで、現場
と対話しながらシステムを作るUSP研究所
の方法（ユニケージ）を知って、ITでNKS
改革を加速できるのではないかと思いました。
もうひとつは、我々製造業の常識です。USP

※「ユニケージ」は有限会社ユニバーサル・シェル・プログラミング研究所の登録商標です。

製造現場の業務改革と人材育成の道具としてITを使い、
リードタイム短縮・品質保証・コスト改革を追求

代表取締役 社長
鬼頭 佑治氏

ユニケージ事例レポート
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研究所は製造業での実績はないと聞いて、
逆に、我々が「変えられない」とか「当たり前」
と思っていることに切り込んでくれるのではな
いかと思いました。

̶̶ITとカイゼンの議論はどのように進みま
したか
横田：ユニケージで何ができるかわからな
かったこともあり、最初はどこまで言っていい
のかわかりませんでした。ただ、現場が既存
のパッケージシステムに業務をあわせていた
のを取り払いたいと思っていました。
泉：既存のシステムもほんの少し改良すれば
使いやすくなるのがわかっていながら、時間
と費用がかかりすぎるためにあきらめたこと
が多く「システムに対する要望を言っても実現
しないから」と、現場からの意見が出にくく
なっていました。
USP飯笹：合宿を企画していただいて現場
の方と一緒に業務の課題解決のワークショップ
をする中で目指す工場の姿を共有し、本音で
話せるようになりました。合宿の冒頭で「システ
ムで見える化しますよ」と話しましたが、見える
化だけでは何も変わらない、それを使って業務
をどう変えるかだという共通認識ができました。
辻：「システムをどう作るか」ではなく「業務
をどうカイゼンするか」だけを考え始めたら、

システムの議論も活発になっていったんです。
USP飯笹：工場内の機器や資材の置き場所
の移動などにもUSPメンバーが参加し、足
りないものや既存システムを使うのに手間が
かかっているところを支援するシステムをひと
つひとつつくりました。一度作ったシステムも
業務改善にあわせて改良し続けています。シ
ステムはあくまでも道具なんです。
横田：「システムでこういうことができるんだ」
と徐々にわかりました。自分がやりたいと言っ
たことが形になる。その分、我々が間違った
考えを持ってはいけないし、責任は重大だと
思いました。
̶̶プロジェクトは第２フェーズに入りまし
た。第１フェーズの成果は
横田：リードタイムや在庫数など、数字とし
て成果が出始めています。また、工場にモニ
ターを設置して現場で生産計画、進捗、実
績が見えるようになったことで、現場から「こ
ういうことがしたい」という声が出始めまし
た。最終的には、見える化された情報を使っ
て現場でカイゼンのサイクルを回せるように
なってほしいと思っています。
鬼頭：見える化によって管理部門の残業も減
りました。以前、業務を細かく書き出しても
らったら、現状が見えないことによる問合せ
に対応するために、伝票や在庫を調べる作
業に多くの時間を割いていました。「調べる作
業が大変ならシステムでそれを楽にしよう」と
考えがちですが、誰からも現状が見えるよう
にすれば、そもそも調べる作業は要りません。
それがNKS改革的な問題解決です。

̶̶今後の改革についてお聞かせください
鬼頭：専門メーカーとして、人口減などで縮

小していく日本市場だけでなくグローバル展
開が必須と考えています。そのためにも、い
ま取り組んでいる「見える化」「つながる工場
づくり」を通じて、グローバル展開ができる
人材を育てていきたいと考えています。
̶̶USP研究所に求めることは
横田：その質問には答えづらいです。プロジェ
クトメンバーは会社の違いを超えてワンチー
ムになっているので…。
USP飯笹：USP研究所には「プロジェクト
推進虎の巻」があり、「お客様の会社に就職
して仕事をするくらいの勢いで業務と意味を
徹底的に理解せよ」と書かれているんですよ。
泉：チームの一員でいながらも客観的な視点
は失わず、我々が正と思っているところに切
り込んでほしいです。
鬼頭：改革をさらに加速させたいので、シス
テム開発においても当社の社員をもっと巻き
込んでほしいと思います。改革は今後も続く
ので、末永くつきあってほしいです。

ユニケージ開発手法に関するお問い合わせは

会社名：協和工業株式会社
所在地：愛知県大府市横根町（本社工場）、滋賀県
長浜市東上坂町（長浜工場）、タイ工場､ 中国工場
資本金：1,200万円
従業員数：170名

生産管理室
泉 幸治氏

生産管理
ブロック
淺野 舞美氏

生産管理
ブロック長
辻 隆之氏

USP研究所 
名古屋センター長
飯笹 正城

工場にモニターを設置し、生産計画、進捗、実績をリアルタイムで表示。実績はタブレットで入力する。これまで実績は業務終了時にまとめて紙に手書きしていた。

長浜 製造G チーフリーダー
横田 一成氏

https://www.usp-lab.com
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日本農業新聞が、「2012年度　日本新聞協
会技術委員会賞」に輝いた。受賞したのは「新
市況システム2010」。農畜産物の当日販売
実績データに基づいて、それまでなかった
市況情報の即日提供と指数化、Web発信を
実現した。農業・流通・食品業界の活性化
に寄与する本システムの構築にユニケージ
開発手法を採用した経緯を同社 編集局長の
永井考介氏、今後の展望などを編集局農政
経済部部長の吉田聡氏に伺った。

̶̶「新市況システム2010」の概要およ
び特長を教えてください。
永井：新市況システム 2010 は、2 本立
てのシステムです。青果などの市況動向を

示す数値や指標を算出・表示する「日農
INDEX」。そして、それらの情報を本紙の
読者向けにより早く詳しくWeb上でお届
けする「net アグリ市況」からなります。

永井：日農 INDEX は、全国 7市場におけ
る主要青果のキロあたりの単価および販売
量に基づいてその日の中心価格を即座につ
かめる「日農平均価格」と、日々の販売額
に基づいて青果の需要度合いや取引の勢い
を時間軸に沿って俯瞰できる「NOPIX」（日
農市況指数）の 2つで構成されます。
　市況情報を利用する主な本紙読者は、農

業・食品・流通業界の関係者です。産地の
生産・出荷、市場内外での取引、小売や外
食・食品メーカーの仕入れ、直売所の値決
めなどの検討材料として役立つ市況情報の
提供は、本紙の役割を強化するものです。
̶̶そもそも開発のきっかけは。
永井：1928 年に創刊した「市況通報」以
来、生産者をはじめ、加工、流通、小売業
者の経営に欠かせない市況情報を当社は長
年提供してきました。ただこれまでは、農
林水産省が提供する有料のデータに依拠し
ており、最新市況を知るには翌日の本紙掲
載を待たなければなりませんでした。しか
し、ITを活用すれば、より早く詳しい情報
をWeb登録会員に届けられます。新シス

※「ユニケージ」は有限会社ユニバーサル・シェル・プログラミング研究所の登録商標です。

全国14市場の販売データを集約。リアルタイムな市況情報の
算出・速報にシェルスクリプトとコマンド群を駆使
株式会社日本農業新聞　編集局長 永井考介氏　編集局 農政経済部部長　吉田聡氏インタビュー

新聞社／農業専門新聞／発行部数 35 万部／売上高 88 億円（2009 年度）

日本農業新聞

幅広い業界が注目する
“青果物の日経平均” 

信頼される市況情報の提供に不可欠な
安定性・拡張性に優れたシステム基盤を構築できました。
日本で唯一の農業専門紙として業界の活性化に挑戦し続けます。
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バッチ処理プログラムのステップ数を従来比17分の1に削減。
延べ処理時間は4分の1へ劇的に短縮

テムの構想案は2009年7月にできました。
　その日の販売実績値を集めるために、全
国7つの市場（東京、大阪、名古屋、札幌、
仙台、広島、福岡）各地区の大手卸7社の
ご協力を得て、当日中に販売集計データを
提供頂ける体制も整いました。各卸から送
信されたデータを当社で集約し、「日農平均
価格」などを算出。結果は紙面より一足先
に、Web上に公開しています。
̶̶読者や関係者の反応はどうでしょうか。
吉田：2012年7月時点で、「netアグリ市況」
の会員数は7,700人を超えます。生産者が
5割、そこに JA、流通、食品加工、外食、
マスコミなどが続きます。「相場動向を分析
でき、生産・出荷計画の参考になる」「直売
所や相対取引での直決めの参考になる」と
の評価を頂いています。

̶̶システム開発にあたってユニケージ開
発手法を選択した理由を教えてください。

永井：新しい試みですから、対応するパッ
ケージ製品は見当たりません。社内でもお
およその青写真しかなく、走りながら形に
していきました。要望をUSP 研究所の開
発スタッフに伝えるとその場でシェルスク
リプトを駆使し、収集・蓄積した販売実績
データを加工・集計、Web画面に表示す
るシステムを作ってくれます。それを私た
ちが見て修正を依頼する。開発・修正を行
うエンジニアが現場に密着して対応してく
れます。この対応の早さが、構想から半年
で構築できた要因です。
　もう一つが、システム開発費の低コスト
化による採算性の追求です。各種データの
集計・表示に加えて、新聞紙面用のデータ
作成・送信を行う以上、システムの安定稼
働が不可欠です。一般的な汎用データベー
スを使ったシステムでは複雑な障害対策を
講じる必要がありましたが、Linux OS 上
でテキストファイルをシェルプログラミン
グで制御するユニケージ開発手法により、
簡素かつ安定したシステムを構成できまし
た。コストメリットを追求するだけならば
オフショアに出す方法もありますが、要件
を決めてから出す、コミュニケーションが
難しいといった懸念もあります。走りなが
ら作ることは無理だったはずです。なお、
今回投じた初期コストは、当初他社で見積
もった金額の1/2以下でした。これは本紙
購読者の維持・増加により十分回収できる
金額です。
̶̶市況データの算出処理や表示の速度
も、サービス品質と切り離せませんね。
永井：そうです。例えば日農平均価格では、
本紙で野菜14品目、果実12品目について、
netアグリ市況で各々96品目、69品目につ
いて前年、前々年、過去4年平均分などと中
心価格を比較できます。一方、NOPIXでは
正確な相場水準を算出するため、最新データ
をもとに補正処理を毎日かけています。これ
らの比較・再計算・グラフの描画を含めてユ
ニケージ開発手法は非常に処理が高速です。
一般の汎用データベースを使えば、過去デー
タを再読み込みするだけで時間を要し、デー
タ増によりレスポンスが劣化するでしょう。

̶̶2011年春には新たに花市況のシステ
ムも稼働されましたね。
吉田：既存システムの拡張で構築しました。
ユニケージ開発手法を活用し、開発・運用
の一貫性を保っています。新市況システム
2010が基盤となり、利用者の要望に応える
機能やデザインの追加・変更が容易に行え
るなど融通がきく点を評価しています。
̶̶今後の展開については。
吉田：より多くの利用者にアクセスしてほ
しいと考えています。当面の目標は「会員
数1万人突破」です。それに向け、2012
年秋にリニューアルを予定しています。日
農 INDEXでは、市況データの読み解き方、
将来の動きを知る上で便利な記事情報の提
供、当社のホームページ「e農ネット」と
の連動といった機能とコンテンツの拡充を
進めています。
　もう一つがデザインのリニューアルで
す。利用者が欲しい情報をすぐに探せる見
やすい画面の開発を行っています。USP研
究所のパートナーシップに期待しています。
　今後も関係各社の協力を得ながら、当社
の提供する市況情報や指標が、産地および
業界の期待に応えられるよう、そして市況
の代名詞と言われるように挑戦し続けます。

ユニケージ開発手法に関するお問い合わせは
有限会社ユニバーサル・シェル・プログラミング研究所 TEL：03-3432-1174 E-MAIL：koho@usp-lab.com 

http://www.usp-lab.com

会社名：株式会社日本農業新聞
所在地：東京都台東区秋葉原2-3
資本金：9億1240万円
従業員数：310名（2010年 4月1日現在）

日本農業新聞
編集局長
永井考介氏

日本農業新聞
編集局 農政経済部部長
吉田聡氏

機能や画面を拡充しやすい
柔軟性に富んだシステム

要件をその場で洗い出し
どんどんシステムを作る

NOPIX 値（右下）の算出に必要な季節変動係数は日々変化するた
め、過去のNOPIX 値を毎日再計算する必要がある。だがユニケー
ジ開発手法を用いることで、NOPIXグラフを作成するまで0.6 秒、
各卸の販売額から過去の全指数を計算する時間は1秒程度で済む。
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バッチ処理プログラムのステップ数を従来比17分の1に削減。
延べ処理時間は4分の1へ劇的に短縮

10

DWH
（データマート）

OLAP
クライアント
(業務部門）

BIツール

COBOL

旧システム

新システム

中間データは
テキストファイルとして
PCサーバーに蓄積

テキストから
RDBに再変換

データの抽出・
変換・統合を

パイプで並列処理

シェル
スクリプト

高速化

バッチ・
ローディング

販売実績
DB

基幹処理（再構築対象） ユニケージ開発手法

JCL プログラム 計 シェル

78

5,714

11:40:36

331179152

97,293

48:28:27

本数

ステップ数

処理時間
（累計）

1/17

1/4
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大西グループは衣料品卸売として創業以来
87年、商品自動供給システムや店舗の設計・
施工など、お店にまつわるトータルソリュー
ションを提供している。同社は40年以上維
持してきた基幹システムをユニケージ開発
手法で刷新し、2018年1月に汎用機を廃
止した。内製でのレガシーマイグレーション
を実現した同社情報システム部の担当者に、
その効果やポイントを伺った。

̶̶今回のレガシーマイグレーションの概要
を教えてください。
阿多：汎用機の高額なシステム維持コストを
削減するためにオープン化したいと考えてい

ました。同時に、COBOLエンジニア3名の
高齢化も課題でした。業務は基幹システムの
中にあるわけですが、オープン系エンジニア
にとって汎用機のシステムはブラックボックス
であり、このままでは業務知識自体が継承で
きないという危機感がありました。社内には
COBOLとオープン系の2つの基幹システム
が存在し、データ連携や機能追加がスムー
ズにできず社内の要望に即応できない状態
だったので、COBOL基幹システムをユニケー
ジに置き換えた後に既存のオープン系基幹シ
ステムも統合することにしました。
̶̶ユニケージ開発手法を採用した理由を
お聞かせください。
阿多：Hadoop、Oracle＋Java、超高速
開発ツールなど、さまざまな技術を比較した

中の1つがユニケージでした。それぞれの技
術での開発・システム維持コストを試算した
ところ、ユニケージ以外の技術では大きなコ
スト削減は見込めませんでした。さらに実デー
タを用いたPOCで、COBOLで1時間近
くかかっていた処理が10分程度に短縮され
たことが決め手となりました。COBOLから
Javaへのマイグレーションの例はよく聞きま
すが、Javaはバッチ処理の速度が遅いため
採用しませんでした。

̶̶プロジェクトはどのように進められた
か、具体的に教えてください。
阿多：開発フェーズを6つに分け、汎用機と

※「ユニケージ」は有限会社ユニバーサル・シェル・プログラミング研究所の登録商標です。

基幹システムのレガシーマイグレーションに成功
人材育成とコスト削減にメリット
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平行稼働させながら徐々にユニケージのシス
テムに置き換えました。第1フェーズでユニ
ケージへの置き換えと同時に機能追加をしよ
うとして検証作業で苦労したので、第2フェー
ズからはストレートコンバージョンに方針を
切り替え、汎用機とユニケージのシステムで
同じ結果になることを確認しながら開発しま
した。一度ユニケージの基盤に置き換えてし
まえば、機能追加や変更はいつでも自在に
行えます。ストレートコンバージョンの後に機
能追加、という一見冗長な方法が結果的に
高品質なものを早く作ることにつながりまし
た。
̶̶ストレートコンバージョンの際、もう使っ
ていないプログラムの整理はしましたか？
棚江：従前の基幹システムを知り尽くしてい
るCOBOLエンジニアがその整理を担当し、
使っていないプログラムはできるだけ排除し
ました。90万ステップのうち7～ 8割が使
われており、中には1970年代に作成された
ものもありました。

棚江：体制は、COBOLエンジニア3名＋オー

プン系のエンジニア5名、上海のエンジニア
7名の15名でした。オープン系のエンジニア
にまずユニケージ開発手法の教育講座を受
けてもらい、ユニケージプログラムを書ける
ようになってから、COBOLを読めるように
社内で教育しました。
̶̶若いオープン系エンジニアがスムーズに
COBOLを習得できましたか？
棚江：「COBOLでプログラムを書けるように
なれ」というと、ハードルが上がります。書く
のはユニケージのシェルスクリプトであって、
COBOLは読んで理解さえできればいいので
す。COBOLが読めるようになった結果、以
前は3人のCOBOLエンジニアに頼り切って
いた社内からの問い合わせに若手が自ら対応
するようになり、さらに業務の提案ができる
ようになりました。
棚江：技術的には、COBOLの行単位の処
理の考え方を、ユニケージのファイル単位
の処理の考え方に転換するのがポイントで
した。その点でもユニケージを習得してから
COBOLを読めるようになったエンジニアの
方が、考え方の転換が早かったです。

̶̶ドットプリンタの制御などもユニケージ
でされているとうかがいましたが。
阿多：ミドルウェアを使わないことで移植性
を高められるユニケージのシステムですが、
周辺システムのミドルウェアがバージョンアッ
プの影響をうけてしまうと、そのメリットを享
受できません。帳票印刷等も極力ミドルウェ
アを使わないよう工夫しました。
吉見：大量の帳票を高速に印刷する必要が

ありますが、プリンタと帳票が多種類あるの
で、ドライバを探してきては試してみることを
繰り返しました。運用監視ツールもユニケー
ジで開発しましたし、別途内製したPOSレ
ジシステムとの連携もユニケージで実現して
います。
̶̶今後の施策についてお聞かせください。
阿多：COBOL資産をすべてユニケージ化し
て汎用機の利用を終了し、システム維持コス
トは5分の1になりました。現在はオープン
系の基幹システムの統合中です。柔軟なシス
テム基盤ができたので、導入準備中のRFID
やスマホアプリとの連携も行う予定です。
阿多：汎用機のサポート切れを前に、レガシー
マイグレーションをしないといけないがどうす
ればよいかと悩まれている企業は多いと思い
ます。今回培ったノウハウでそのような企業
のご支援もできればと考えています。

ユニケージ開発手法に関するお問い合わせは

会社名：株式会社大西
所在地：大阪市中央区久太郎町3-4-12
資本金：1億円
従業員数（連結）：1,085名（2018年 5月現在）

情報システム部部長 
阿多 明直氏

TEL：03-3432-1174 E-MAIL：koho@usp-lab.com 
https://www.usp-lab.com

【図】COBOLとユニケージの比較

情報システム部 サービスデスク部門
部門長
吉見 眞樹氏

情報システム部 テクニカルサポート部門
テクニカルサポート1課 チーフ
棚江 透氏
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流通・マーケティング分野における調査研
究活動のパイオニアとして知られる流通経
済研究所。同所はドラッグストア、コンビ
ニエンスストア、総合スーパーなど様々な
調査実験店舗から収集・蓄積する膨大なデー
タをスピーディに検索、集計、分析するデー
タ検索分析ツール「マーケターズ・デスク」
をRDBと統計解析パッケージで構築して
いたが、それらをUSP研究所、NTTデー
タとの協働により刷新した。プロジェクト
に携わった担当者に、更改に至った背景や
リニューアル後の効果を尋ねた。

̶̶ リニューアルした「マーケターズ・デス
ク」の概要を教えてください。

山﨑：流通経済研究所（以下、当所）は流
通を取り巻く環境の変化に速やかに対応し、
製配販におけるマーケティングやマーチャ
ンダイジングの改善・革新に貢献すること
を目的に、消費者購買行動のメカニズムを
解明する多角的な調査及び研究活動を行っ
ています。

山﨑：この一環でインストア・マーチャン
ダイジングに関する基礎研究や、FSPデー
タを用いて製配販が恊働してマーチャンダ
イジングを実行するための手法開発研究を
メーカー・卸・小売の会員企業と共同して

行っています。実験店舗から収集した日別
POSデータやレシートデータ、カード会員
の購買履歴をつかめるFSP（ID-POS）デー
タなどを蓄積し、それらを商品開発や売場
作りに活用するために、会員企業向けに
データ分析サービスを提供しています。こ
のサービスにおけるデータ基盤と操作画面
を提供するのが「マーケターズ・デスク」
です。システムの用途は共同研究に参加す
るメーカー、卸・小売各社の商材の特性や
活用目的により異なります。多様な分析ニー
ズに応えるべく機能や画面を段階的に進化
させてきました。
̶̶システムの再構築を検討した背景とは。
加藤：5年前に入れ替えたPCサーバーの

※「ユニケージ」は有限会社ユニバーサル・シェル・プログラミング研究所の登録商標です。

高い開発生産性を発揮し、期限までにリニューアル
データサイエンティストのニーズを新システムに追加反映



更改期が迫っていたことが理由です。また、
データの容量も膨大になり、分析に時間を
要するようになっていました。ID-POSは、
「どんな人が、いつ、どの店舗で、何をどん
な商品と一緒にいくらで購入したか」といっ
た詳細な情報を保持しています。一般的な
POSデータに比べてデータ量が数倍に増え
ます。データベースに日々蓄積されるデー
タ量は、直近4年間で20億レコードに達
していました。

̶̶ユニケージ開発手法を選択した理由は。
加藤：高度な分析ニーズに応えるため、こ
れまで海外製の統計解析ツールでデータを
処理していました。ただ、カスタマイズを
重ねたため、拡張性や柔軟性が失われつつ
ありました。一方、ユニケージ開発手法で
構築したシステムは複雑なデータ検索を高
速に行えること、ビッグデータを操作・制
御するクエリ言語としてのユニケージコマ
ンドの拡張性などを複数のベンダーが支持

しており、興味を持ちました。
高桑：ソフトの保守サポートが切れる2013
年 6月の期限が迫っていたので、開発生
産性の高さにも注目しました。新システム
には、従来のマーケターズ・デスクが提供
していた分析機能や集計指標で用いる計算
式や条件分岐のロジックを移行しました。
RDBから抽出されたデータをテキストファ
イルに変換する前処理を施し、類似の分析
機能で共用するデータ系統を整理すること
で、総データ量は450GBと従来の1.5 倍
程度に増えましたが、従来と同等のハード
環境でも検索スピードは改善しています。
̶̶どのような手順で開発されたのですか。
高桑：今回の刷新では、10種類のデータソー
スをもとに合計9種類の分析メニューを開
発しました。最初に着手したのが、購買属
性分析やバスケット分析といった最も高度
かつ汎用性が高い ID-POSの分析メニュー
の開発です。そこから派生させる形で基本
的な分析メニューである売上 ABC分析、
売上トレンド分析、売価分析、購買スイッ
チ分析などを開発しました。派生メニュー
についてはシェルスクリプトを少し手直し
し処理負荷の小さい機能に横展開すること
で開発工数を減らせると考えました。
　開発ではβ版を作り、所内外の利用者に
操作性や改善要望をヒアリングし、システ
ムに反映しました。開発自体は実質半年間
で予定通り移行できました。
̶̶刷新後の手ごたえはいかがでしょう。
加藤：既存の分析機能だけでなく、クロス
集計やドリルダウン分析などの新機能を追
加しました。また利用頻度の高い絞り込み
条件は一度入力すると複数の分析機能に適
用できるように改良しました。従来は仕様
上クエリを毎回入れ直していたので今は作
業効率が上がりました。データの活用度が
高まり、マーケティング戦略の仮説検証に
一層ご活用いただけると自負しています。
山﨑：とはいえこれでマーケターズ・デス
クが完成という訳ではありません。流通業
を取り巻く変化に応じてさらに進化させて
いく必要があります。ユニケージはシステ
ムの内製化に向いています。今後は所内に

もスキルを蓄積し、細かな新メニューの開
発などを内製したいと考えています。

高桑：当所には、研究員のリクエストに応
じて、各種データベースからSQLクエリ
を用いてデータを抽出・加工し、レポート
化する専任の担当者がおりますが今後はレ
ポートを必要とする研究員自らがユニケー
ジコマンドなどを使ってデータを直接加工
したり、帳票として出力できたりすると、
繁忙期における担当者の業務負荷を軽減
し、研究員もレポートを迅速に入手できる
ようになるメリットが期待できます。
加藤：ユニケージ開発手法は高度な文字列
処理にも長けています。数値データだけで
なく、当所が作成する報告書に含まれるテ
キストデータなどの非構造化データも検索
対象に加え、付加価値の高い分析結果を提
供できないかと可能性を探っています。

ユニケージ開発手法に関するお問い合わせは

会社名：公益財団法人 流通経済研究所
所在地：東京都千代田区九段南 4-8-21 山脇ビル
10F
基本財産：1億 3600万円
従業員数：40名（2013年 3月末時点）

日々蓄積される店舗ごとのPOSデータ、カード会員の ID-POS
データなど10種類のデータソースに基づく合計9種類の高度な
分析を実行できる

複数メーカーの商材を横断的に検索するABC分析の画面。売上
高に占める商品のシェアやランキングが一目瞭然である

【図1】マーケターズ・デスクの操作画面

【図2】ABC分析結果の例

システム管理者
高桑珠恵氏

理事
消費者・店頭研究担当

山﨑泰弘氏

主任研究員
加藤弘之氏

TEL：03-3432-1174 E-MAIL：koho@usp-lab.com 
https://www.usp-lab.com
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平行稼働させながら徐々にユニケージのシス
テムに置き換えました。第1フェーズでユニ
ケージへの置き換えと同時に機能追加をしよ
うとして検証作業で苦労したので、第2フェー
ズからはストレートコンバージョンに方針を
切り替え、汎用機とユニケージのシステムで
同じ結果になることを確認しながら開発しま
した。一度ユニケージの基盤に置き換えてし
まえば、機能追加や変更はいつでも自在に
行えます。ストレートコンバージョンの後に機
能追加、という一見冗長な方法が結果的に
高品質なものを早く作ることにつながりまし
た。
̶̶ストレートコンバージョンの際、もう使っ
ていないプログラムの整理はしましたか？
棚江：従前の基幹システムを知り尽くしてい
るCOBOLエンジニアがその整理を担当し、
使っていないプログラムはできるだけ排除し
ました。90万ステップのうち7～ 8割が使
われており、中には1970年代に作成された
ものもありました。

棚江：体制は、COBOLエンジニア3名＋オー

プン系のエンジニア5名、上海のエンジニア
7名の15名でした。オープン系のエンジニア
にまずユニケージ開発手法の教育講座を受
けてもらい、ユニケージプログラムを書ける
ようになってから、COBOLを読めるように
社内で教育しました。
̶̶若いオープン系エンジニアがスムーズに
COBOLを習得できましたか？
棚江：「COBOLでプログラムを書けるように
なれ」というと、ハードルが上がります。書く
のはユニケージのシェルスクリプトであって、
COBOLは読んで理解さえできればいいので
す。COBOLが読めるようになった結果、以
前は3人のCOBOLエンジニアに頼り切って
いた社内からの問い合わせに若手が自ら対応
するようになり、さらに業務の提案ができる
ようになりました。
棚江：技術的には、COBOLの行単位の処
理の考え方を、ユニケージのファイル単位
の処理の考え方に転換するのがポイントで
した。その点でもユニケージを習得してから
COBOLを読めるようになったエンジニアの
方が、考え方の転換が早かったです。

̶̶ドットプリンタの制御などもユニケージ
でされているとうかがいましたが。
阿多：ミドルウェアを使わないことで移植性
を高められるユニケージのシステムですが、
周辺システムのミドルウェアがバージョンアッ
プの影響をうけてしまうと、そのメリットを享
受できません。帳票印刷等も極力ミドルウェ
アを使わないよう工夫しました。
吉見：大量の帳票を高速に印刷する必要が

ありますが、プリンタと帳票が多種類あるの
で、ドライバを探してきては試してみることを
繰り返しました。運用監視ツールもユニケー
ジで開発しましたし、別途内製したPOSレ
ジシステムとの連携もユニケージで実現して
います。
̶̶今後の施策についてお聞かせください。
阿多：COBOL資産をすべてユニケージ化し
て汎用機の利用を終了し、システム維持コス
トは5分の1になりました。現在はオープン
系の基幹システムの統合中です。柔軟なシス
テム基盤ができたので、導入準備中のRFID
やスマホアプリとの連携も行う予定です。
阿多：汎用機のサポート切れを前に、レガシー
マイグレーションをしないといけないがどうす
ればよいかと悩まれている企業は多いと思い
ます。今回培ったノウハウでそのような企業
のご支援もできればと考えています。

ユニケージ開発手法に関するお問い合わせは

会社名：株式会社大西
所在地：大阪市中央区久太郎町3-4-12
資本金：1億円
従業員数（連結）：1,085名（2018年 5月現在）

情報システム部部長 
阿多 明直氏

TEL：03-3432-1174 E-MAIL：koho@usp-lab.com 
https://www.usp-lab.com

【図】COBOLとユニケージの比較

情報システム部 サービスデスク部門
部門長
吉見 眞樹氏

情報システム部 テクニカルサポート部門
テクニカルサポート1課 チーフ
棚江 透氏

流通・マーケティング分野における調査研
究活動のパイオニアとして知られる流通経
済研究所。同所はドラッグストア、コンビ
ニエンスストア、総合スーパーなど様々な
調査実験店舗から収集・蓄積する膨大なデー
タをスピーディに検索、集計、分析するデー
タ検索分析ツール「マーケターズ・デスク」
をRDBと統計解析パッケージで構築して
いたが、それらをUSP研究所、NTTデー
タとの協働により刷新した。プロジェクト
に携わった担当者に、更改に至った背景や
リニューアル後の効果を尋ねた。

̶̶ リニューアルした「マーケターズ・デス
ク」の概要を教えてください。

山﨑：流通経済研究所（以下、当所）は流
通を取り巻く環境の変化に速やかに対応し、
製配販におけるマーケティングやマーチャ
ンダイジングの改善・革新に貢献すること
を目的に、消費者購買行動のメカニズムを
解明する多角的な調査及び研究活動を行っ
ています。

山﨑：この一環でインストア・マーチャン
ダイジングに関する基礎研究や、FSPデー
タを用いて製配販が恊働してマーチャンダ
イジングを実行するための手法開発研究を
メーカー・卸・小売の会員企業と共同して

行っています。実験店舗から収集した日別
POSデータやレシートデータ、カード会員
の購買履歴をつかめるFSP（ID-POS）デー
タなどを蓄積し、それらを商品開発や売場
作りに活用するために、会員企業向けに
データ分析サービスを提供しています。こ
のサービスにおけるデータ基盤と操作画面
を提供するのが「マーケターズ・デスク」
です。システムの用途は共同研究に参加す
るメーカー、卸・小売各社の商材の特性や
活用目的により異なります。多様な分析ニー
ズに応えるべく機能や画面を段階的に進化
させてきました。
̶̶システムの再構築を検討した背景とは。
加藤：5年前に入れ替えたPCサーバーの

※「ユニケージ」は有限会社ユニバーサル・シェル・プログラミング研究所の登録商標です。

高い開発生産性を発揮し、期限までにリニューアル
データサイエンティストのニーズを新システムに追加反映
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̶̶システム部員の意識変革の結果どのよ
うな変化がありましたか
田中：中期計画にもあるように全社的な取り
組みとして地域への貢献を掲げていますが、
その中でシステム部門だからこそできることと
して、ICTによる地域のお客様への貢献を企
画し提案するようになりました。地域の大学
や企業とのコラボレーションも積極的におこ
なっています。デジタル化は銀行やシステム
部門だけの問題ではなく、地元産業の浮沈に
つながると考えています。今年から法人営業
部とタッグを組んでお客様の ICT導入支援も
始めました。お客様の課題抽出をお手伝いし、
ICTを導入した方がいいのか業務を変えた方
がいいのかを整理した上で、ICTが必要とな
れば私たちがご提案したり地元ベンダーをご
紹介したりしています。既存のパッケージを
お薦めすることもありますが、部員自らがプ
ロトタイプを作り、お客様に使っていただい
て製品化もおこないます。これまでに次のよ
うなことが実現しています。
・Quiz BUNDAS（クイズぶんだす）…山梨
大学と共同で開発した金融リテラシー向上の
ためのスマホアプリ
・wAIne（ワイン）…質問に答えるとAIで山
梨産ワインをお薦めするサービス
・winARy（ワイナリー）…ワインのラベル画
像に拡張現実（AR）で情報を表示。ショッピ
ングサイトにリンクしたり、そのワインにあう
食事を提案するなど、お客様のビジネスと連
携
・ドローンで撮影したブドウの枝の剪定分析
システム

̶̶ユニケージ開発手法で開発したのはど
のようなシステムですか
佐藤：店頭でお客様に対応しながら取引情
報を検索し明細書を出力するシステムです。
これまではご依頼いただいた翌日に明細書
を郵送しており、店頭ですぐにお渡しできな
いという顧客サービス上の問題と、郵送とい
う事務効率の問題がありました。そこでユニ
ケージの高速性に着目し、2ヶ月の実験を経
て採用を決定しました。
羽田：銀行業務の中でも重要な業務の一つ
です。旧システム導入時は翌日郵送でよかっ
たのですが、今はそういう時代ではなくなっ
ていて、保守切れに伴うシステム更新のタイ
ミングで作り替えることにしました。ただ、
過去の法改正対応でカスタマイズを重ねてい
る上、複数の勘定系のDBからデータをとっ
てきて処理する必要がありました。
加藤：ユニケージ開発によるデータ処理部分
は比較的早くできたのですが、出力結果の検
証に時間をかけました。これまでお客様のお
手元に届けてきたものなので、急に内容を変
えるわけにはいきません。通帳の代わりにな
るものなので通帳と違ってもいけない。科目
によっても出方が違うので、業務を知ってい
ないと出力結果が正しいかどうかが判断でき
ません。実際に紙に出して検証する作業が続
きました。

̶̶ユニケージ開発手法に取り組んでどうで
したか
権守：システム統括部に配属されて1ヶ月で
ユニケージ開発に取り組みました。配属前は
営業店にいてシステムに関する知識がなく、

Linuxの勉強から始めたので他のツールとの
比較はできないのですが、Linuxの考え方に
基づいてパイプでつないでデータを処理する
というのがわかりやすかったです。ある程度
覚えれば自分で調べてやれる、初心者にも始
めやすい手法だと思いました。
佐藤：OSの基本機能を無理なく使ってシス
テム化する手法だという印象です。他の開発
ツールだとそのツール独自の設定や使い方
を覚えないといけないですが、ユニケージは
Linuxなので知識は応用が利きます。実際、
ユニケージを経験した部員がAIにLinuxの
知識を活かしています。
̶̶今後はどのようなことに取り組まれる予
定ですか
田中：銀行がもつ貴重なデータの活用を考え
ています。
佐藤：まずはシステム更新のタイミングで既存
の小規模サブシステムを内製で置き換えていき
たいと考えています。ユニケージの高速性が活
きる部分で採用して実績をつんでいきたいです。

ユニケージ開発手法に関するお問い合わせは

会社名：株式会社山梨中央銀行
所在地：山梨県甲府市丸の内一丁目20番 8号
資本金：154億円
従業員数：1,773名（2018年 9月現在）

TEL：03-3432-1174 E-MAIL：koho@usp-lab.com 
https://www.usp-lab.com

システム統括部 副部長
羽田 尚詞氏

システム統括部 システ
ム開発課
課長代理
佐藤 正樹氏

システム統括部 システ
ム開発課
課長代理
加藤 浩介氏

システム統括部 システ
ム開発課
権守 達也氏

【図2】ユニケージ開発手法で開発したお客様明細出力シ
ステム

【図3】Quiz BUNDAS

【図1】ドローンによるブドウの蔓の分析
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山梨県に本店を置く唯一の地方銀行である
山梨中央銀行は、1877年の創業から150
周年を迎える2027年を見据えた長期ビ
ジョン「Value Creation Bank」を掲げ、
新たな価値の創造と大胆な構造改革に取り
組んでいる。かつてない環境変化に直面す
る中で銀行の業務を支え、ICTによる銀行
の新たな価値創造に取り組む同社システム
統括部の皆さんにお話をうかがった。

̶̶システム統括部について教えてくださ
い。
田中：システム統括部は、銀行業務における
システムの重要度が増したことをうけ新勘定
系システム構築終了後の2011年7月にたち
あがりました。安定性優先、業務の合理化

効率化が中心の従来の銀行システムの特性
もあって、当時のシステム部門はユーザー部
門から言われた仕事をこなす受け身の姿勢で
した。しかし私が着任した2015年には銀行
業界自体が大きな転機を迎えていて、業務も
大きく変わりつつあった。そこで「バイモーダ
ル」の考え方を軸におき、従来の守りの ICT
に加えて攻めの ICTに取り組む、自立性の
高い IT 人材を育て、自分で考え動く部門に
変わろうと目標を掲げました。
̶̶自立性の高い人材育成のためにされた
ことは
田中：AIやネットワークセキュリティなどの
先端技術でビジネスをしている企業に、若手
部員を半年～ 1年ほど派遣しました。技術
習得も貴重ですが、何より、外部から自分の
仕事の在り方や銀行を客観的に見て課題を
見つけたり、先端企業との人脈をつくりコミュ

ニケーションする力を身につけて帰ってきた
ことが大きいです。業務が縦割りで回ってい
た時代は固定化された師弟関係でノウハウを
継承していましたが、システム化の範囲が拡
がっている今は業務の垣根を越えてノウハウ
を持った人が集まり知恵を出し合うことが必
要と考え、オフィスのレイアウト変更もおこな
いました。

※「ユニケージ」は有限会社ユニバーサル・シェル・プログラミング研究所の登録商標です。

応用の利くユニケージの知識を身につけ、先端技術を用いたシステム開発に取り組む

取締役 システム統括部長
田中 教彦氏
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システム内製化の取り組み推進により
開発期間とコストの大幅な圧縮を実現
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̶̶システム部員の意識変革の結果どのよ
うな変化がありましたか
田中：中期計画にもあるように全社的な取り
組みとして地域への貢献を掲げていますが、
その中でシステム部門だからこそできることと
して、ICTによる地域のお客様への貢献を企
画し提案するようになりました。地域の大学
や企業とのコラボレーションも積極的におこ
なっています。デジタル化は銀行やシステム
部門だけの問題ではなく、地元産業の浮沈に
つながると考えています。今年から法人営業
部とタッグを組んでお客様の ICT導入支援も
始めました。お客様の課題抽出をお手伝いし、
ICTを導入した方がいいのか業務を変えた方
がいいのかを整理した上で、ICTが必要とな
れば私たちがご提案したり地元ベンダーをご
紹介したりしています。既存のパッケージを
お薦めすることもありますが、部員自らがプ
ロトタイプを作り、お客様に使っていただい
て製品化もおこないます。これまでに次のよ
うなことが実現しています。
・Quiz BUNDAS（クイズぶんだす）…山梨
大学と共同で開発した金融リテラシー向上の
ためのスマホアプリ
・wAIne（ワイン）…質問に答えるとAIで山
梨産ワインをお薦めするサービス
・winARy（ワイナリー）…ワインのラベル画
像に拡張現実（AR）で情報を表示。ショッピ
ングサイトにリンクしたり、そのワインにあう
食事を提案するなど、お客様のビジネスと連
携
・ドローンで撮影したブドウの枝の剪定分析
システム

̶̶ユニケージ開発手法で開発したのはど
のようなシステムですか
佐藤：店頭でお客様に対応しながら取引情
報を検索し明細書を出力するシステムです。
これまではご依頼いただいた翌日に明細書
を郵送しており、店頭ですぐにお渡しできな
いという顧客サービス上の問題と、郵送とい
う事務効率の問題がありました。そこでユニ
ケージの高速性に着目し、2ヶ月の実験を経
て採用を決定しました。
羽田：銀行業務の中でも重要な業務の一つ
です。旧システム導入時は翌日郵送でよかっ
たのですが、今はそういう時代ではなくなっ
ていて、保守切れに伴うシステム更新のタイ
ミングで作り替えることにしました。ただ、
過去の法改正対応でカスタマイズを重ねてい
る上、複数の勘定系のDBからデータをとっ
てきて処理する必要がありました。
加藤：ユニケージ開発によるデータ処理部分
は比較的早くできたのですが、出力結果の検
証に時間をかけました。これまでお客様のお
手元に届けてきたものなので、急に内容を変
えるわけにはいきません。通帳の代わりにな
るものなので通帳と違ってもいけない。科目
によっても出方が違うので、業務を知ってい
ないと出力結果が正しいかどうかが判断でき
ません。実際に紙に出して検証する作業が続
きました。

̶̶ユニケージ開発手法に取り組んでどうで
したか
権守：システム統括部に配属されて1ヶ月で
ユニケージ開発に取り組みました。配属前は
営業店にいてシステムに関する知識がなく、

Linuxの勉強から始めたので他のツールとの
比較はできないのですが、Linuxの考え方に
基づいてパイプでつないでデータを処理する
というのがわかりやすかったです。ある程度
覚えれば自分で調べてやれる、初心者にも始
めやすい手法だと思いました。
佐藤：OSの基本機能を無理なく使ってシス
テム化する手法だという印象です。他の開発
ツールだとそのツール独自の設定や使い方
を覚えないといけないですが、ユニケージは
Linuxなので知識は応用が利きます。実際、
ユニケージを経験した部員がAIにLinuxの
知識を活かしています。
̶̶今後はどのようなことに取り組まれる予
定ですか
田中：銀行がもつ貴重なデータの活用を考え
ています。
佐藤：まずはシステム更新のタイミングで既存
の小規模サブシステムを内製で置き換えていき
たいと考えています。ユニケージの高速性が活
きる部分で採用して実績をつんでいきたいです。

ユニケージ開発手法に関するお問い合わせは

会社名：株式会社山梨中央銀行
所在地：山梨県甲府市丸の内一丁目20番 8号
資本金：154億円
従業員数：1,773名（2018年 9月現在）

TEL：03-3432-1174 E-MAIL：koho@usp-lab.com 
https://www.usp-lab.com

システム統括部 副部長
羽田 尚詞氏

システム統括部 システ
ム開発課
課長代理
佐藤 正樹氏

システム統括部 システ
ム開発課
課長代理
加藤 浩介氏

システム統括部 システ
ム開発課
権守 達也氏

【図2】ユニケージ開発手法で開発したお客様明細出力シ
ステム

【図3】Quiz BUNDAS

【図1】ドローンによるブドウの蔓の分析

システム内製化の取り組み推進により
開発期間とコストの大幅な圧縮を実現
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